
 

        家庭数  令和５年１２月１３日（水） 

学校だより 第１８号 

      校長 山下 恵子 

高槻だより 
  

高 槻 小 学 校 学 校 教 育 目 標 
『心豊かで 自ら学ぶ たくましい 子どもの育成』 

目指す子どもの姿  

た かい こころざしをもち  か しこく  
つ よく  き よらかな   子ども 

 

１１月３０日木曜日は、人権学習参観でした。多くの保護者の方、地域の方に参観していただき、ありがとうございま

した。どの学級も、自分のよさ、身近な友達や家族に対する思い、命についてなど、 

さまざまに話し合い、学びあいをしました。また、参観後は LＧＢＴＱ支援任意団

体Ｉ，ｍ ｍeの代表理事、ローズさんにご講演をいただきました。 

「思いやりをはぐくむ 一人ひとりが自分らしく」をテーマに、歌も交えて、トラ

ンスジェンダーの当事者として、理解を促しながら、周りとどのように関わってきた

か、ご自身の体験や経験を、分かりやすく、丁寧に話していただきました。そして、ま

ずは「知る」ということ、知ることで、正しい知識をもつということ。そして、理解す

ること。自分の先入観や、知らないことでの間違った知識で、判断しないことなど、

人と人との関わり方で、大切なことを教えていただきました。5・6年生の児童、教職

員、保護者の方がたの参加でしたが、皆、それぞれの立場で、考えさせられることがあ

ったと思います。 

１２月４日月曜日から８日金曜日までは、人権週間の取組を行いました。毎日給食時間に、障害についての差別や平和

についてなど、テーマを決めて、「明日への伝言板」で様々な事柄を紹介しました。 

日ごろ何気なく過ごしている友達との関係や、学校や家での生活、家族との関係を、しっかりと見つめなおし、ふりか

えり、改めて人を大切にすることの意味や命の大切さを考える週間でした。差別のない社会をつくっていける、子どもた

ちに育ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにとって「学んでよかった」学校 保護者，地域にとって「預けてよかった」学校。信頼のおける学校をめざして。 

５年 権利の熱気球 

 

３年 思い込みやきめつ

けについて考えよう 

１年 ひとりひとりのよいところ 

２年 あなたのすきなもの、

わたしのすきなもの ４年 友だちのいいところをみつけよう 

６年 誰にでも心が苦しい時があるから 

１２月５日火曜日に、地域の池田さん方々のご指導、ご協力もあって、無事、今年もホタルの放流を行うことがで

きました。「パワーアップ槻田川」に取り組む５年生たちは、６年生からの引継ぎで、ホタルの幼虫を大事に育てまし

た。毎週、幼虫の飼育についてご指導、ご協力をいただいた池田さん夫妻、保護者の梶栗さん。本当にありがとうご

ざいました。子どもたちは、大切な体験をさせていただきました。そして、来年の５年生へと引き継ぎます。来年の

６月に、槻田川で、美しいホタルに会えることを、楽しみにしています。 

ホタルの放流。ありがとうございました。 


